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スライドのみ 

 

高速燃焼フラットフレーム・バーナーによる均一加熱、少ない乱流、ホットスポットの減

少、ドロスによる損傷の防止、設定温度±2℃の温度コントロール等により亜鉛温度の管理

がし易い、メンテナンス頻度が少ない、炉の寿命は通常 6～10 年、炉温の変動が少ないこ

とから亜鉛のドロス化の比が小さい、などの特長がある。 

 

 


